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第３回保護者説明会開催時の質疑応答について 

日ごろより豊島区教育行政にご理解、ご協力いただきありがとうございます。 

令和４年３月２日、高南小学校の別棟整備についての第３回保護者説明会を実施いたしました。

質疑応答の記録については以下のとおりとなります。ご覧いただき、ご意見ご質問などございまし

たら、下記担当宛お問い合わせください。いただいたご質問については、今後保護者の皆様に共有

させていただく場合もございますので、ご了承ください。 

記 

保護者説明会会場でのご質問要旨 回答要旨 

Ｑ１ 校庭の水飲みについて、感染症対策のための

自動水栓にしてほしい。また、校庭について、降雨

直後から使用できるような、性能の高いゴムチップ

にしていただき、子どもたちに使いやすいものに 

してほしい。 

Ａ１ 水飲みについては、肘で開栓できるシン

グルレバーのものを想定しています。自動水栓

については、屋外での使用は不向きであると考

えられますが、再度検討したいと思います。 

校庭のゴムチップ舗装についてですが、真夏

でも表面が熱くなりづらい熱交換塗料を使用し

たもの、また水捌けのよいものを整備します。

Ｑ２ 鉄棒や遊具が使用できない期間はどのくらい

か。 

Ａ２ 児童に不便がないようになるべく短い期

間で施工できるよう考えております。現在設計

中ですので次回の説明会でお示ししたいと考え

ております。 

Ｑ３ 日影図から校庭の日影になる部分について、

苔が生えたり、舗装が劣化するなど、弊害が出ると

思います。現状、修繕を依頼しても対応してもらえ

ないことが多い、と聞いているので定期的な点検や

修繕をお願いしたい。 

Ａ３ 定期的な点検や必要な修繕について適切

に対応していきたいと考えております。 



質問票でのご質問 回答 

Ｑ４ 現在校生のメリットはほぼ無いように思いま

すがいかがでしょうか。 

Ａ４ 在校生の皆様には、工事中ご不便をおか

けします。別棟完成後、校庭の修繕が完了する

と、新しいゴムチップで舗装された校庭で活動

することができます。仮園舎としての利用期間

中、別棟の３階を子どもスキップが使用します

が、部屋は３教室分くらいの広さがあります。

また２階、３階には校庭に面したバルコニーを

設置しますので、運動会の観覧などにも利用で

きると考えております。さらに、外構について

は、現在の高木中心の植栽から、草花・低木・

高木を取り交ぜた、四季を感じられる設えに変

更します。

Ｑ５ マンション全戸数の５％ということですが、

本当に１クラス増やさなければならなくなるほど 

増えるのでしょうか。この地域は私立や越境する 

児童も少なくないので疑問です。 

Ａ５ 令和４年度は１年生が３クラスになり 

１３クラスになる予定です。算数少人数学習室

１室と併せて１４教室が必要になります。令和

５年度も１年生について３クラスになると、 

１５教室必要となることも考えられます。 

また、１クラスの上限を３５人とする制度 

が、令和４年度は３年生まで、令和７年度まで

に全学年が対象となることも、教室の必要数が

増加する要因となります。 

Ｑ６ 現在の校庭の広さでも十分ではなく、休み 

時間にドッジボールや縄跳びがしづらい状況です。

別棟建設により更に狭くなり、子どもが増えると 

いうのは、逆効果であることが目に見えるはずで 

すが、いかがですか。

Ａ６ 運動場の面積として、学習指導要領を考

慮し体育の授業に必要な鉄棒・砂場・トラック

を含めたスペースとして考えた場合、現状と竣

工後ではほぼ変わらないと認識しています。 

また、保育園児については、日常的に校庭を

使用する方法ではなく、園庭がない保育園と同

じように、学校が校庭を使用していない時間帯

に使用できるよう学校と調整して参ります。 

Ｑ７ 本来、校庭でやるべき体育の授業内容を安易

に体育館で実施することはやめてほしい。なぜなら

体育の授業の目的には、ただ体を動かすだけでは 

なく、日光を浴びるという、成長期に大変重要な 

要素があると考えております。 

A７ 工事中仮囲いをした場合に使用できる校
庭の広さは約１，５００㎡です。１００Ｍトラ

ックが入る程度の広さを確保できます。工事期

間中の校庭利用については、広さの制限はあり

ますが、ご指摘の内容も意識して運用方法を検

討して参ります。

Ｑ８ 園児のお昼寝の時間に授業内容や活動、音量

等を、小学生側が考慮・配慮しなければならないの

Ａ８ 保育園の昼寝時間と、学校の昼休み、ス

キップの登室・自由遊び時間が重複します。防



なら、小学校内に建設（仮園舎）するべきではない

と思う。 

音設備、空調設備、換気に配慮して設計を行い、

ハード面での対応を考えています。

園児については、０、１歳児の昼寝と、５歳

児の遊び時間が重複していますので、小学生の

活動に制限が及ぶようなことはないと考えて

おります。

Ｑ９ 桜の木や遊具等、「１００周年を迎えて次の

１００年へ」と言っていたものを安易になくしたり

減らしたりするのはどうなのか。 

Ａ９ みなさまが慣れ親しんでいる桜の木２

本については、樹木診断により移植困難との結

果が出ています。校内には移植可能な桜の幼木

があるため、こちらの移植を検討しておりま

す。また、新しい正門の両脇には、学校のシン

ボルとなるような新しい桜を植える予定です。

 さらに、伐採した樹木の木材を加工して活用

することは樹木の状態により可能です。現在改

築中の池一小ではシンボルツリーだったヒマ

ラヤスギを燻煙乾燥のうえ保管しており、ベン

チに加工することになっております。今後、学

校、保護者の皆様からの意見も頂きながら検討

してまいります。 

なお、遊具の標準使用期間は、「遊具の安全に

関する規準」において、構造部材が鉄製の場合

は１５年、木製の場合は１０年が目安とされて

います。そのため木製遊具については、撤去を

予定しております。 

Ｑ10 区民ひろばや区民ひろばに隣接する公園の 

敷地は使えないのか。高南第二は使用していない 

部屋やスペースもあり、今は利用者も減っている 

のでどうか。 

Ａ10 仮園舎としての検討過程については、

区民ひろば高南第二の前面の高田中央三丁目

公園を検討しました。この公園は面積が約

1000 ㎡あり都市公園に指定されています。公

園に建築物を設置する場合、代替地を準備す

る必要があることなどで、建築が難しいと判

断しました。仮園舎整備については、始めに

高南小学校ありきではなく、総合的に検討し

た結果の計画です。高南小学校に恒久的な建

物を建築し上手に活用していくのがいい方法

であると考えております。 



Ｑ11 コロナでここ数年活動を制限させられてきた

子どもたちにこれ以上不便を味わせたくないです。

Ａ11 別棟整備期間について、コロナ禍と相ま

って学校生活の不便があると思いますが、ご理

解とご協力をお願いいたします。

【担 当】     学校施設課学校改築推進グループ   03-4566-2789 

放課後対策課児童支援グループ      03-3981-1058 

施設整備課建築第一グループ        03-3981-0623 

保育課公立運営グループ          03-3981-2028 


